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土地改良事業は農業の生産基盤である農地に根本的な改良を施し生産力の向上を期する

ものであ る.ここでは土地改良事業の内，暗渠排水を取上げその間接的な効果として機棋

比・ :裏作・酪農を通じて農業経営の拡大発展に及ぼした影響をみることにする.調査の対

象地区は酒田市本帽の 2部落即ち豊原・北吉田であり，調査期日は昭和32年8月である.

豊原は19戸全戸，北吉田は全戸19中の内調査不能の農家もあって15戸を選び調査した.こ

の訓夜は山形県の委託によりなされたものである.記して感謝の意を表するものである.

木開地区は町村合併により酒田市の一部となったが，この地区の昭和28年度に於ける農

家戸数は 438戸， 経営耕地面積は回 814.3町，畑 52.96町，合計867.26町で 1戸平均1.97

町である. 次に幕兼別農家数は専業284戸，第 1種兼業 112戸， 第2種兼業42戸で専業農

家本は 64.9%と相当高い.調査部落長原の経営耕地面積は田 40.48町，畑は1.71町合計

42.19町で 1戸平均2.22町，北吉田は回 24.18町，畑1.69町で合計 25.87町 1戸当平均

1.72町と畳原より少ない.調査農家の経営面積別分布は次の第 l衰の如くである.

第 1表部落別経営面積万J農家数及び専兼別農家数(調査農家)

盛 l京北吉田 1.... 1.. _1 ~ I I ~ J* I~UfED I 専 業 | 第一種兼 業 |第二種兼業
|豊原|北吉田|豊原|北吉田豊原 i北吉田

0 町 ~lUIJ
1 町 ~2nD'
2 町 ~31町
3町以 上

言十

1戸

即ち両部落共に 2町，..，3町の|皆層が最も多い.而して 1町未満の階層には農業専業はな

いが 1町以上になると専業が圧倒的に多くなる.両部落の農機具所有状況，家畜飼養状況

はー後に述ベることにする.

銀本十盾地区の土地改良事業の大略は次のようになっている.

1.耕地整理について

明治42年 3月モデ、Jレ的な事業として豊原部落のみ約10町を耕地整理した.其の後大正2

年から 7年の聞に飽海郡耕地整理組合の事業として金村的に耕地整理を行ない，豊原，北

吉田もその聞に耕地整理を完成した.

2.暗渠排水事業について

a}昭和12年，..，13年 豊原部落のみセメ ント暗漢を行なった. 関係戸数6戸，面積約

9町歩であった.
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b)昭和19年，...，20年 戦時中興国農村の事業で面積ははっきりしないが金村的に行な

った.豊原部落は19年秘から20年春にかけて約20町を竹カゴ，割竹等で暗渠排水を行なっ

たがあまりうまく行かなかった.北吉田もこの間に簡単な事業を実施した.

c)昭和26年，...，32年 金村的暗渠排水事業を積雪丞法で実施した.その進渉状況は次表

第2表本楯地区暗渠排水事業

|積寒陥封書単葉|草稿襲| 昔十

32町 一町 一町 32.0mJ 
47.5 47.5 
80.0 80.0 
106.0 10.0 180 134.0 
56.0 5.0 30.0 91.0 
59.0 16.0 74.0 
18.0 18.0 
398.5 15.0 63.0 476.5 

の通りである.

即ち大部分が積装法による事業であ

り，県単独及び非補助事業は少ない.33 

年 1月現在の暗渠排水実施予定面積は，

648町となっているが， 32年度過に 476.5

町を完了しているから33年度にもちこさ

れる面積は約 172町であり， 33年の秋か

ら34年の春にかけてこの残り全部を実施

することになっている.併し非補助事業がこの中に多く含まっているものと思われ注目さ

れる所である.豊原部落については昭和22年に，前述の20年の残りの事業を実施した.面

積は不明である.後27年秩から28年春にかけて32町に実施し， 30年秋から31年春にかけて

9.8町に実施した. 北吉田についてもこの聞に会部落的に行われた.

向この外に農道の舷張がある.之れは積霊長法補助事業として行われ，昭和26年に 10，210

米， 27年に 9，945米， 28年に 5，230米で令計25，385米に達した.

3.交換分合について

a)昭和16年，...，19年 この事業は戦時中の暗渠排水事業以前に実施され大字本循地区

を中心とした約 300町歩を対象としたが半分は失敗している.豊原，北吉田共に之れを行

った.

b)昭和26年 対 象 面 積800町，移動面積400町に上り昭和16年当時の具合の悪い所

が手写整備された.交換分合の結果は，交換前豊原では 1戸平均 12.5筆， 9団地であったも

のが交換後7筆， 5.7団地となり，北吉向では交換前16筆， 10.1団地であったが，交換後7

筆， 5.9団地になった.

c)豊原地区については昭和18年に実施して会19戸を対象と し面積41.8町，内実際に

移動したのは20町であった.この事業で苗代面積は反当14坪を確保し，その:後戦後の部分

的な交換分合で反当15坪になり今日に至っている.北吉田については昭和22年，...，23年に鳥

海中学建設のための交換分合が一部分について行われた.

本循地区は隣接の上田地区に比して本当の意味の湿閏と云うものは少なかった. 日向JII

の汎濫夏期の水不足が明治大正期を通じての大きな問題であった.水害の方は明治26年10

月に日向川水害予防組合ができてから逐次改善され，用水不足も同組合に於いて用水池を

確保して補給されるようになった.この用水池は日向川水害予防組合関係面積 5，294町を

対象として鳥海山麓地帯に設けたもので之れにより高い反当収量を維持してき!た.

日向川水害予防組合は飽海郡耕地整理組合によって完成された耕地整理の後を引きつい

で水害の予防につとめると共に，用水池の確保，用排水路の補修維持に当ってきた.戦前

は耕地整理の外に金村的に見るべき土地改良事業はな く，ただ用排水の維持管理にのみ集

中されていたが，その中で豊原部落のみの昭和12年，...，13年の大農6戸 9町のセメント暗

渠は注目せられる.戦後は積雪雲法による暗渠排水事業が行われ，技術の進歩と τ ツチして
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反i棋を上げてきたと解せられる.

今後やりたいと思うことは農家にきくと，先ず首代の再整備で‘ある.反収15坪を16坪 ~

17:Wにひろげて薄蒔にしたいと云う.第2に農道を以前7尺から 9尺にひろげたがまだせ

まv、mが多く，新技術の導入のさまたげになるのでもっとひろげたい.第 3は用排水路の

整備である.隣接する 2枚の回には 3本の用排水路があるが，真中の 1本を排水専用にし

たい.今造は用排水路兼用だったので春の雪解水と秩の氷雨の時に水がたまり豊原は夫れ

穆でもないが北吉田は深刻である. 之れは暗渠排水をやっても駄目である.そう云う所で

も裏作はやっていたが収量少なく不安定であった.排水路をとるようになると揚水機丈で

は足らず， 最上川下流右岸土地改良事業(仮称)に斯待する所が大きい.

陥渠排水事業の実施により一般的には裏作がよくできるようになったが，之れは単に裏

作を似]害する1つの条件が改善されたのみで，青刈から進んで酪農と云うことになると更

に色占の条件の改善が必要である.ここでは土地改良事業の内情渠排水事業がいかに裏作

機械化を通じて酪農に発展し経営の拡大に好影響をあたえているかを見ることにする.

n.稲作の発展と多角化

土地改良の際奥は以上の通 りであるが，土地改良はもとより直接的には稲作のためであ

るが，間接効果として裏作が可能又は容易になること及び動力耕転機の役割を通じて乳牛

の導入さるべき条件を作るのである.

近年の稲作技術の進歩は益k 水稲の反当収量を上げつつあるが，稲作技術の進歩により

水稲単作の方向に進むと云うことも考えられるが，寧ろ之れにより多角化 ・有畜農業の方

向に進むであろうことが予見せられる.この稲作技術の進歩の 1つは今造の肥料分施に対

する批判と云うか，反省に速なるものである.即ち従来の分施法は元肥を加減して出穂24

日 ~25日頃にー旦稲を黄色くさせて桂質化し，病虫害に対する抵抗力を強め倒伏を少なく

する.そして稲を黄色にしてから分施をするのであるが，之れは出穂前40日-24日頃の も

っとも大切な時期に栄養分欠乏にするようなもので具合が悪いと批判される.寧ろこの時

JVlを通じて稲が背え と生育し ている のがよい. しかし青k となっているにしても軟弱に育

つ場合と健全に育つ場合とでは違う所があり，後者がよいのは勿論である.健全な稲は葉

鞘 jと葉身とを比ベた時葉鞘の方が色が濃い.葉身の方が色が濃いのは軟弱に育ったのだと

判断される.又稲が健全に育つと葉も茎も扇型にひろがると云う.この従来の分施法を批

判する説は勿論分施を否定するのではない.出穂前40日-24日の期間は稲の一生にとって

最も窒素を必要とする時期であって この時期に分施をすればよいのであるが断揺を黄色

にさせるのがよくないと云うのである.

このような考え方が本憾の農民の聞に可成り広く浸潤している.叉或る農民は次の如く

云っている.従来の分施法と青いままで分施する方法とでは品種の相違により変つてなけ

ればならない.即ち農林41号・ 73号は黄色くしてから分施する.農林57号は背いままで分

施する.この分施の方法は基肥・地力・気象条件により分施の時期量が異なり，地力が大

ならば分施量少なく，基肥多ければ分施の時期が遅れ分量も少なくする.黄色にしてから

分施する方法は時期がはっきりしているが，青いままで分施する方法は時期と量を定める

のに特殊なカンによらねばならず誰にでもすすめられる技術ではない.黄色にしてからの

分施は窒素成分 900匁を 3回に分けて施し，青いままの分施は 1貫200匁を 5固に分けて

やる.農林57号は耐肥性強い晩生の品種だからである.更に農林41号・ 73号は青いままで
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生育させると卸i間がのび倒伏し易い.この地区で栽培される品種は 2，....，3種にしぼられ，

大休農林41号 5割， 57号 3割 5分， 73号 1割 5分となっている.

稲を軟弱に育てない為には過繁茂にしないこと，肥料の持続性を保つことが大切であ

る.この為には深耕が大切で、而も会層施肥をなし堆肥を多量に施すことである.深い土層

に一面に根をはって肥料分が適度に切目なく続くことがよい.ここに深耕・地カ維持増進

の役割があり ，動力耕転機酪農更には暗渠排水が之れ等の手段となって現われる.即ち深

耕・の為には動力耕転機が必要であり，地力の維持増進の為には酪農による良質の堆肥，踏

襲排水による心土の変化が必要である.

春先の耕転に従事するものが経営主である揚令には役牛馬で耕転をしでいると苗代の管

理がおろそかとなり勝であるが，このような揚合には耕転機が効果を発揮する.労伝j力が

経営主と長男と 2人であり長男が馬耕，経営者が苗代管理と分業が成立している時動力耕

転慢が入る とそれは長男の労力を軽減する丈で左程重要な意味を持ち得ないこととなる.

且っこの場合動力耕転機は自家労力を軽減するのであるから雇入を減ずると云うような農

業所得上の効果はない.そして稲作作業は機蛾体系によ る一貫的な作業になっていないか

ら田植稲刈りは依然として手労イ力によらねばならずこの時期の雇入は軽減できないので，

折角動力耕転機を入れても臨時雇を雇傭せねばならぬと云う難点がある.しかし動力刺転

機は役馬を役牛にかえ，更に役牛を乳牛にかえる作用をもっている.動力耕転機の導入に

よっても役牛馬が必要だったのは代掻と運搬の必要があった為であるが，ローグリ F 式に

より役牛馬の必要性はうすれたし，更にメリ戸・テ戸ラーの出現により運搬の問題も一部

の農家では解消した.今動力耕:転機を如何なる 目的で導入したか其の目的と家族構成との

関係を見ることにする.

引1E~2町|2 I11J-3ß~' 
国 3町以上

盛 10汀-211fT 1 
2 I11T-311~' 1 

原 |
3町以計上

4 
I ， 1 

1 
1 2 
2 1 

明

一戸
1 

第 3表でもわかる通り 1

町未満層は動力耕転機は所

有していない.この階層は

基幹労イカ力が兼業からとら

れ，農業を営むものは弱少

労初力であり 農業に熱心で、

ない.叉後述の如く一代夫

婦家族であるにもかかわら

ず動力耕転機は購入資金の関係から，又経営規模の上か らも導入し得ないのである.動力

耕転機を所有している農家は両部落合計17戸あるが，その内9戸はその導入目的は単なる

労イカ節約と答え 2毛作 ・液耕の為と答えているもの失点 3戸が主なものである.導入の

目的を単なる労力の節約と答えた 9戸の内，家族構成が経営主の外には成年男子がおらず

母・妻等から成立っている 1代夫婦家族の型をとるもの 6戸であり，経営主とその妻と成

年の長男とその妻の 2代夫婦家族の型をとるもの 3戸である.1代夫婦家族で成年男子労

仰が 1人しかいない場合には，経営主は馬耕をやるかたわら苗代も管理しその他にも色ノマ

と心を佼わねばならぬので労力不足となり，かかる場合端的に労イカの節約を目的とする.

更に深耕して反収場加をねらうものと労力を節約して 2毛作の為に導入した農家6戸の

内5戸造は経営主夫婦と長男夫婦の 2代夫婦家族であり，他の 1戸は経営夫婦と長女と云

う1代夫婦家族である.2代夫婦家族に於いては経営主と長男の分業が行なわれているか
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ら春先の労力不足はK程ではない.だから単なる労力の節約と云うよりは仰のt'!的で動力

i好転機を導入している のである.

以上の関係を逆によもると 1代夫婦家紋21)ゴの内動力耕転椴を所有していない戸数13戸

で， 残 り8戸の内 6p出はlr1なる労力節約の為に導入し，残り のl戸は深刻及び 2毛作の

為であり， 更に 1戸は:不明である.叉 2代夫婦家族13Jjの内 4戸は所有せず，残りの内 5

戸は 2毛作深刻|のためであり 3J-iが単なる労力の節約のために導入し，他の l戸は人の

真似をして入れたので何等;む味をもたない.以上のように動力耕転機と家族形態の関係は

労力節約の目的は1代夫婦家族と，i家緋 ・2毛利・のlヨ的は2代夫婦家族と結びつきお}1:に

逆も叉成立すると云う関係にある.

単なる労カ節約のために緋転機を入れる農家が会所有農家17戸の内9jiもあるのは如何j

に労初カ不足があるかを;示すむのである.各農家を通じて次 ・5.5月の農業に従事する婆を

見ることができない.労力不足はここからも起っている.又2ilt代夫婦家族の民業労仰ブ1

が経営主 ・妻 ・長男 ・長男 15と4人ある出家では動力緋転機なしでも 3町古ii後は耕作可能

である.こうした家族に動力耕転機が人るのは単なる労力節約と云う切羽つまった目的か

らではな く，深耕して反収増加の為とか 2毛れ のためである.しかし深耕すると云って

も企IT.I贋肥が伴なわなければ持続的な収監の増加は得られない.そこで良質の土佐既肥折、たる

乳Liが問問ーとなってくる.他方 2毛竹:と云っても実1弘法が行詰った今日それを行うには7守

刈の外なく，この青刈を最も よく利用する乳牛のこと が叉問題になる. 110ち之等の農家は

必然的に酪艇に泡発脱することが2jf-えられる.

次にilDJ力車!!転機が 1~i，入されゐとしても ， 経営規肢との関連が問題になる . 第 3 表による

と 1 町未満のl世間は基幹労イ力ブJが兼業にとられïJ~J少労イ)J力により経科が支えられているの

だが，この条件にもかかわらず，又1代夫婦家族の形で動力耕転機の導入が緊急な間闘で

あるに拘わらず之れよりも1;魚い経済的条件が作用して動力緋転機は入っていない.北方問

では1.48町の住家が之れを所有しているが，之れは人の真似をして入れたので何等必然性

のあるものではなく，動力j井手7;{創立 2町以上1萄に大量的に入っている.即ち北ー占臼1では2

町以上8}' iの内 7戸 (87.5%)が所有し，豊!京では12jiの内 7戸 (58.3%)が所有してい

る . 豊})支では 11日 f~ 2111Jのl智伊iの礼LI飼育農家に動力緋転機が入っているが，之れは当然

考えられることであるにしても何時盗乳牛が続くかは悦聞である.動力緋転機が大量的に

入る のは 2 町以上の階I'~i である . f!\1ち 2 1llJ が一般には酎jブJt~転機導入の限外点になるので

はある玄いか.

次に家紋形態と経営面積との関係は次の鋭4去の如くである.

との両者の関係は夫k の部落で

は傾向はわからない.阿部溶を合

計してもはっきりしたことはわか

らないが 3町泡は 1代夫婦家放の

方が多く 311汀以上になると 2代

夫婦家族の方が多くなるようであ

る. 1町米1怖がさ;可戸 1代夫婦家主矢

であることは注閉すべきである.

2世1:代夫婦家族型で動力耕転機

第 4 表 家Jm~般と経営面約との関係

1
0町7町1

1間JZmr町τ町1
3開]以上

1「i雨扇子i-FT司一子i

説 IJ代夫紛家扶iI 3 I 2 I 4 ! 2 
原 12代夫婦i家族リ ー 2 1 3 1 3 

計[;関委長14二(:jii|:i31251 
A!: 新孤内ハ動力紛転機TfT"有農家ヲ示ス.
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を導入した農家が之れにより役牛馬が乳牛に変った揚合には，手のすいた長男の労力が裏

作 ・乳牛の管理に向い，労力節約と云う意味で無意味であったが，裏作より乳牛へ向うに

つれてプラスの作用をもたらすことになる.

尤も今造は年雇の雇入が容易であったから労伯カの少ない農家では年雇を雇傭して馬耕

をやっていたが，雇入が困難となったので動力耕転機を購入した.それは年雇が唯 1年限

りの契約で雇われるのみで将来性がないので志望者が少なくなったことと年雇の経済観念

が発達して給料の多い農家に転k することにもよる.その上近頃は農家の次三男は大抵は

高等学校を卒業し一生の間つけるような職業を求めて都会に出る ようになった.之には年

雇の親の方の動向にも理由がある.即ち息子を年雇にして農業技術を身につけさすと将来

は均分相続になり困畑を与えて分家させねばならぬ.しか しそれは耕地の細分化をきたす

から分家さす代りに教育を受けさして都会で独立させるのである.

似て地力を高める為には良質の土佐肥が必要であるが，堆肥を条件を顧慮せずに排水のと

れない重粘土質の土壌に施しても効果はない.要するに素性腐1直後の問題であるが，之れ

を作る為には土壌の底の方造酸素を供給するととが大切である.ここに暗渠排水の稲作に

対する役割がある.暗渠排水の効果として次のことが云われている.暗渠後は回の中にゴ

ム輸の荷J馬車が入り稲束を積むことができる.又暗渠をやらない所でも裏作はできるが，

ゃった所では発芽がよいので種子の量が少なくてすみ，やらない所は種子量を多く必要と

する.更に暗渠排水をやった所では春の成長が早い.叉雨がふっても 2日位でかわき稲刈

取後の耕起機種が容易になる.しかしこの様な効果よりも真性腐植酸の方が問題である.

以上農家の聞に広く浸潤している新しい分施の理論により深耕と堆肥地力がより大きな

意義をもつようになったことを述ベたが，之れを達成せんが為には動力耕転機による深耕

と之れに伴なって導入される乳牛による良質の堆肥が必要である.堆肥の必要性は近時農

家が化学肥料のみを用ハ有機質肥料を投下しなくなった為に一層増大した.更に畑の少

ない庄内地方では乳牛の為には裏作青刈が必要であり ，か くして水稲単位発展のための努

力，技術向上が有畜農業による多角化の道を辿ることになるのである.

111. 裏作に つ い て

上述の如く暗渠排水は直接的には稲作生産力の発展を促し，間接的に裏作酪農の方向に

農業を発展せしめ新しい分施の方法と相まって稲作技術の進展が結局は集約的な多角的農

業の婆をとらせると考えられるが，それでは現実にどうなっているであろうか.

裏作を阻害する条件を列挙して農家に重要なものから先に11鼠番をつけてもらい，それを

2番目の条件造取って条件別に北吉田と豊原を合計表示すれば次衰の如くなる.

第5表経営面積別裏作を阻害する条件 経営面積別に裏作を阻害す

1
0町五IJI1町τ町2町五IJI3町以上|合計 る条件を見ると 1町未満の労

上 力不足が先ず強く現われる.
6 2 

1 
1 2 
2 2 

2 

3 1 
1 1 
8 6 

12 
2 
4 

1 
2 
1 
1 
3 
14 

5 
3 
1 

6 
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之れは基幹労イカカが兼業にと

られ弱少，労f力カのみが経営

に残っている為であるが，こ

の階層には大家畜はいないの

で青刈裏作の必要もないので

ある.1町--2町の階層では
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家族tl!:業労力は経営tこマッチし労力不足は現われないが 2町以上になると春秩の農繁期

tこ労力不足が強くあらわれ而も雇入が困難なので裏作の阻害条件となる.その他の条件で

は瀧;JJJ.Kが不自由な為或いは春季に隣りの閏から浸水する為等の濯排水関係の条件と天候

等のi'J然条件が多いが，之れは克服され得ないものではない.

動力*)1転機は裏作阻害の最大の条件である労力不足の一部を解決するものである.動力

が|転機が労イカ力不足の農家に入っていることの実証は次の如くである.

~旅盟業労イカ日数に雇傭労イ力日数を加算し，それを成年男子の農業専業の場合の農業労

イ力日数 280日を以てわり労イ力力単位，を出し，それを以て経営面積を割り 1労イカカ単位当り

経営面積を出してそれを大きい方から順次に10戸をとれば豊原ではこの内 6戸が動力耕転

機をN・ち 4戸が所有していない.所有していない 4戸の内 1戸は役牛もなく，賃耕に完

会に似っている.豊原に於ける動力耕転機所有農家数は 9戸である.上位:10戸の総農家数

19(iに対する比率は 52.6%であり，ことへの動力耕転機利用の集中皮は 77.7%である.北

古聞に於いて同ーの計算を試みれば，上位10戸の総農家数15戸に占める割合は 66.6%であ

り M:間接集中皮は75%(総所有農家8戸に対し，上位:10戸の内所有農家6戸)であり，

何れの部落も戸数の比率より動力耕転機の比率の方が高いから労伯力単位当経営面積大な

る世家，即ち相対的に労初力不足農家に耕転機が集中していることがわかる.このように

動力M転機は一応労力不足を克服するように見えるが，依然として裏作の阻害条件として

労力不Jfが訴えられることは動力耕転機を以てしても克服し得ない労力の山があるのに動

力i，JI転機，調整機等の機械体系が一貫しておらず，労力の山はいまだ機械イ七し得ざる回

~:il( ・;tメIJ. 稲刈等の作業によって構成されていることによるものである.

動力:f:J1転機のことが問題になったので之れに関連する事項を述ベて見ょう.先ず動力農

機具及びカツグ~ .サイロの経営面積別所有戸数を見ょう.

土地改良投資と経営の拡大発展一一尾河

一戸5
2
7
1
 

ロ|全戸数

一戸

3 

第6表 動力農機具及び苗産用機具経営面積別所有戸数

|長鉱石|襲転員|襲宿高|震穀員|カッター|サイ

j戸ll戸lj戸lj戸l:戸

0町-1町
1町-2町
2町-3町
3町 以 上

η
ο
d
A
T

ヴ，R
U

一4
1
2
1

一2
7
5

1
4
7
5
 

0町-1町
1町-2町
2町- 3町
3町以上

北

吉

田

盛

即ち 1 町未満は動力農機具の装備甚だ不完全であり 1 町~2 町の階層では脱穀調整用

機兵は完全であるが，動力耕転機の所有率は高くはないが 2町以上になると動力農機具

は高い率で所有されるようになり，北吉田で特にそうである.サイロの装備は豊原に於い

て特に不完全である.

次に動力耕転機と畜産用具の組合せと大家畜と農機具の組合わせの階層別分布はどうな

っているかを見る.

第 6表でわかる如く動力彩|転機のみを所有するもの北吉田では 2戸，動力耕転とカツグ

戸又はサイロの何れかを所有するもの 3戸，動力耕転機・サイロ・カツグ戸を持つもの 2

戸，この 3種の農機具の何れも所有しないもの 7戸でこの内 1町未満が 5戸で最も多い.
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何モナシ

他

家畜と燥機兵の組合わせでは役牛馬の欄を見ると，之等3種の農機具の何れも持ってい

ないでその代り役牛，叉は役馬をもっ戸数は役牛'・役馬を飼育している農家10戸の内2戸

にすぎない.あとの 8戸の農家は少なくとも動力耕転機を所有しながら大家畜を飼育して

いる.而も役牛馬飼育農家 o町未満を除いて全部)10戸の内 3戸造は動力耕転機 ・サイ

ロカッターの 3者を所有しているのである.あまりにも動力耕転機と大家畜が重複してい

る.動力耕転機は役牛を乳牛に代替せし める力があるとは云つでも，それは性能によるこ

とで現実には仲k 代替しないのである.
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第 1号

動力耕転と畜産用具の組合せ及び家畜と農機具との組合せの階層別分布

| 力 |動力開|動力鰍機|的臨機と
転機ノミ!とカッター ! とサイロ|手 ィ ロ

山形大学紀~(農学)第 3 巻

第7表
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豊原は北吉田に比べれば動力耕転機の普及はおそい. 少なくとも動力耕転機をもっ農家

は19戸の内 9戸にすぎない.その残り10戸は何も所有しないもの 6戸，動力耕転機をもた

ず，サイロ・カヅグ戸の何れかを持つもの 4戸と云う組合せである. 1町未満はこ の3者

の内何れをも所有しない.他方乳牛の方から眺めると，乳牛飼育農家5戸の内 3戸までは

3者を所有し ており ，あと 2戸の内 1戸は動力耕転機のみ，他の1戸は何れを も所有して

いない.このあとの 2 戸は 1 町~2 町の階層に存在し，乳牛倒育の基礎条件が確立せず不

定性であるが，一般には乳牛飼育の方ヘスム{スに行った例である.役牛投馬をとって見

ると励力製1:転機と役 ・牛馬と重複するもの 7戸で，あと 7戸の農家は動力耕転機を所有し

ないで役牛 ・馬のみである.ここ でも北青田と同様なこ とが云われるのである.掠てこれ

から菜作の問題について論じよう.

木vn地区の部落別の28年~33年造の裏作面積の陸移を見るに第 8表の如くである .

第8表部落別裏作面積

28 年 31 年 32年 33年

部 事事
取 |青 取|青刈|言i実 計- 実 2毛作田 2毛作間

13.6反 17.0反 30.0反 一反 一反 一反 一反 一反
7.1 11.1 18.1 15.2 5.5 
20.5 5.3 25.8 5.5 
14.0 4.0 18.0 
16.1 7.0 23.1 18.2 18.2 
3.9 3.6 7.5 

43i il 
10.0 12.1 22.1 7.2 20.0 
6.4 4.7 11.1 2.5 2.5 
7.7 16.4 24.1 8.0 8.0 
7.6 6.7 14.8 2.0 2.0 9.5 6.8 
14.6 5.9 20.5 一 16.0 
18.2 12.3 30.5 22.2 22.2 12.0 
18.9 12.9 31.8 1.0 16.5 17.5 13.2 11.5 
43.6 7.9(1) 51.5 5.0 7.1 12.1 9.5 11.2 
5.4 56.0(2 61.4 2.5 26.9 28.5 35.5 17.2 

5.0 5.0 一 0.1 
3.6 15.1 18.7 19.0 12.0 

吉田 8.1 5.0 13.1 18.0 17.7 
橋 15.2 7.5 22.7 1.0 18.6 19.6 10.4 13.6 

(註) (1)は体菜 0.2反，チューリップ1.1反ヲ含ム. (2)は緑肥紫雲英20.0反ヲ合ム，

この第8衰を見てわかることは，昭和28年には各部落が多少とも裏作をやっていたが，

31年以降は年により消長はあるが裏作を行う部落が激減したことである.更に28年には裏

作実取が相当面積各部落で作られていたが，31年以降は実取がほとんどなくなり ，青刈丈

になって面積も年k減退している.

次に調査部落である豊原 ・北吉田と調査部落ではないが，越橋を例にとり昭和28年から

33年造に裏作をやった農家につき裏作の状況を見ょ う.農家番号は経営面積の小さい方か

らつけた豊原19戸，北吉岡15戸， 越橋19戸である.

この第8表によれば豊原は昭和28年以来30年造は順調に裏作面積はのびているが， 32年

になって裏作が急減し， 裏作はほとんど乳牛飼育農家に限られてしまった. 13番農家のみ

は例外である. 1町--2町の階層でも乳牛飼養農家は裏作をやっている.33年になって裏

作の減退は乳牛飼育農家をも浸蝕し，その内 2戸は裏作しなかった.即ち内1戸 (10番農

家)は動力耕転機は所有しているが，秋期の大事な時に長男が病床につき裏作がやれなか

った.あとの 1戸即ち 4番農家は動力耕転機 ・役ι|ニを所有せず専ら賃耕に頼っていたが，
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第 9表部落別年次別農家の裏作状況

|農家番号陣営面積!昭和2吋 30年 |招年|畔|乳牛|襲転議|カヅター|サイロ

4 10.0反 1.5反 3.0反 0.4反 一反 1頭 一
5 118 2.0 1.5 2.8 不明 1 O O 一

(1) 7 .4 4.0 7.2 3.0 2 O O 
8 21.3 0.8 1.2 一
9 24.4 1.7 O O 一

量長
10 24.7 2.0 4.8 2.0 1 O 
11 25.2 2.3 4.0 一
12 25.5 6.0 9.7 O 
13 28.7 1.0 3.0 2.0 1.5 O O 一
14 28.9 3.0 2.4 一
15 31.1 2.8 O O O 一
16 33.5 1.0 11.6 O 

原
17 33.7 3.5 4.6 一
18 33.7 2.0 0.4 O O O O 一
19 39.7 3.0 8.5 6.0 7.0 2 O 
計 3t.8 64.3 13.2 1t.5 

|書写|経営面積 1 28 年 1 30 年 1 32 年 I 33 年 |転員|カッター|サイロ

6 12.3反 1.1反 一反 ー反 一反 一
(2) 8 22.0 2.0 7.0 O O 一

9 23.9 4.0 4.0 
O O O 

O 
北 11 24.4 1.0 

12 25.1 4.0 3.0 

8 8 
O O =ロ』 14 27.0 2.0 2.0 9.0 7.0 

O O O 15 34.7 1.0 1.5 
田 15' 34.6 6.0 8.0 1.0 3.7 一

計 13.1 13.5 18.0 17.7 

(註) 15' 農家ハ経済調査しなかった農家.

|書写 |経営面積 I28 年r-;年 I32 年 I33 年|事転員|カッター サイロ

1 4.7反 3.0反 一反 一反 一反 一
2 5.8 1.0 一

(3) 3 12.6 2.0 一 1.0 2.0 O O 4 15.0 1.5 1.0 
O O O 

一
5 19.5 2.0 2.5 1.0 1.0 O 
6 20.0 1.5 2.8 一 1.5 
7 20.9 1.5 2.8 1.0 

越
8 21.6 1.4 8 9 23.0 0.8 一
10 24.1 6.5 1.0 
11 24.7 2.2 4.0 1.6 0.5 
12 25.1 2.0 2.5 一
13 25.2 2.2 1.0 
14 26.9 2.0 1.0 2.0 
15 29.4 0.5 5.0 1.0 1.0 

+詩
16 29.7 2.0 一 一 O 
17 31.7 1.6 0.8 
18 38.6 0.5 1.0 1.0 

15十9 
39.8 0.5 2.0 

22.7 24.0 10.4 13.6 

(註)0は所有を示す.

この 2-3年来裏作農家が激減 し，叉その裏作農家も秩期の農繁期にかかるので賃耕して

もらえず巴むを得ず裏作をやめている. 10番農家は33年の2月に乳牛飼育をやっているが，

この 2農家共何辺種付をしてもつかず遂に10番農家は乳牛を手ばなしたが 4番農家も乳

牛飼育をやめる直前の婆である.あまり にも条件がわるいからである.

この外に 1町未満で昭和26年に 1戸 (1番農家)， 2町-3町階層で12番農家が31年に夫
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ぇ乳件・飼育をやめている.1番農家は飼料の面で行きづまり経済的に引令わないのでやめ

た.12:;ft農家は飼料の面ではよかったが， 弟分家し労力不足になりやめたものである.

次に北吉田は裏作面積は32年以降むしろ全体としては増加している.しかし農家の内部

に入ってみると動力耕転機のみの農家及び動力耕転機とカツグ F を所有する農家 (8番，

11番 5番)は裏作をやめ， 裏作は動力耕転機とサイロ，又は動力耕転機とサイロ・カツ

グ戸を設備し，何れにしてもサイロ設備農家に集中するようになる.裏作青刈の春役牛に

供与する丈の狭い面積の裏作は消滅し，サイ E による広い面積の裏作が残る形になり，サ

イロ迫設備すると裏作も安定するよう に見え る. 1 町~2 町の階層 1 戸は28年以来裏作を

やっている.

次に越橋は一定の型がなくいまだ不安定である.動力耕転機は 1町以上金農家に導入さ

れているが，之等の農家全部が必ずしも裏作をやっているのではない.しかし動力耕転機

カツグ{・サイロを所有しでいない 1町未満の農家は28年以降裏作をやめている. 1町 ~

2町の階層も面積が少なくなるか又はやめている.

豊原・北吉田越橋共に 1町未満の農家は裏作をやっていない.之れはこの階層の農家は

第2種兼業をやっているので基幹労初カを兼業にらと れ労力不足になっていることと，元

米大家畜は所有しないのであるから青刈の必要もないのである.

実J[Jl現作が昭和30年以降減退し，裏作面積も縮少したことは或る程度造は近年の豊作の

影響であろう.閤米の価格が高かった時分には農家は麦類を作付したのであった.其の他

実取否定作が経済的に引令わないと云う理由もある. しかし昭和31年以降実取が青刈に変っ

てもあまりのびないのは酪農が必ずしも有利でなく進展してゆかないのによる.元来実取

5査は商品作物であることが多いので面積の弾力性があるが， 青刈は弾力性が少ないのみな

らず斗ーの生理に規制されて面積は狭くi限定され，特にサイロがなくて青刈をそのまま牛に

供与する時には 1反以上となることなく，サイロがある場合でも通常乳牛 1頭当り 3反を

出ることはない.

吏にfi刈を牛に食わせる段階より以前に，之を半田にすき込む段階がある.この場合よ

く出来た変ならば3反に， 雪腐にあった時なら 2反位にすき込む.青刈を栽培した所は根

丈残しておく.故に青刈をサイロなしで牛に食わせるよりも面積は広くなり，越橋では 2

戸が夫k 青刈ライ 室長を3反ずつ栽培しすき込んでいる.青刈麦を水閏にすき込むとその年

は7Jzfmに悪影響をあたえるが，次の年からはよ くな りそのよ金肥も節約でき る.

越橋にサイロが少ないのは，次の事情もある.越橋には部落有の採草地が10町歩あり，

そこから乾草をとってくる. 冬には乾草に米糠ワラを まぜてやり，乾草は馬には 720貫~

780買も食わせる.牛は300貫位である.以前馬を飼育していた時は採草地の手入は よく行

扇いていたが， 馬から牛に変ってか らは荒廃したと云う.更に越橋・京屋・ 高田・北吉田

の名'lXil;gは藁工品が盛んに生産されるので藁不足となり，多くの農家で青刈を作り牛に給

与するのである.しかして越橋はサイロがなくとも聞に合うが，サイロを持った方がJ3，，'-合

がよいと云う農家もある.即ちサイロにより米糠を節約して豚を飼育する計画である.こ

の世家は藁工品を多く生産するので堆肥不足であるが，籾殻・厩肥等で堆厩肥を作り，回

の下l刊の土を掘ってきて堆厩・肥5寸，土2寸と云うように積重ね，人糞尿を 200樽かけて

21nl切返す.この方法を始めてかあ11年たつが土ができてきたと云い，31年には之れで 4

布7-.':1・の反当収量があったと云う.
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N.有畜農業について

次に暗渠排水の間接効果としての酪農について見ょう.

先ず32年・ 33年両年の本間地区会体の年次別階層別の乳牛飼育農家及び乳牛頭対を見れ

ば第10表の如くである.

第 9:)受によって両年を比較

すれば大した変化はない. 32 

年度の乳牛飼育農家の動力耕

転機・サイロの所有状況を見

0 町-~~ I ~円 1戸 2頭 4明 1戸|一戸| 1戸 るに 1町未満ではその所有
1町-2町 1 4 1 4 1 4 1 4 1 -1212
2町以上 |11110|16|14| 一 |101 1 は不完全で動力耕転機のみ所
合 計 117 1 t 5 1 22 1 22 1 t 1 12 1 4 

'--~~-' I ~~ I ~~ I • I | 有のもの 1戸，動力耕転機・

サイロ何れも所有してない農家 1戸であり 1町，..， 2町の階層ではこの 2者を所有する農

家と何れも持たない農家とは半々であるが 2町以上になると 2者を所有する農家が圧倒

的に多くなる.地区全体の乳牛頭数は23年以来増加してきたが， 30年が境に減退しつつあ

る.即ち昭和23年3頭， 25年 9頭， 26年17頭， 28年29頭， 29年31頭， 30年36頭， 31年28頭

で32年・ 33年は何れも22頭である.

次に暗渠と乳牛・動力耕転機・裏作の前後関係を乳牛を飼育する個別農家につき見ょう.

1. 4番農家

裏作・乳牛・暗渠の順である.

即ち役牛がおり，その為に裏作をやっていたが後役牛が乳牛と入れ替った.其の後暗渠

排水をやり裏作は32年造つづいたが， 33年度の裏作はやらなかった.之れは前述の如く動

力耕転機で賃耕してもらっていたが， 33年には賃耕してもらえなかった為である.即ち暗

渠排水以前でも裏作はやっていたが，暗i震により裏作はよりスム戸スになった.

2. 5番農家

動力耕転機・乳牛・青刈裏作・暗渠

動力耕転機が入っても役牛は排除されず，乳牛導入と共に役牛がいなくなった.乳牛導

入と裏作開始の時期とは 3年間ずれるが，之れは暗渠排水の為に裏作がスム{スに行なわ

れたことを意味する.しかし暗渠以前でも裏作は可能であった.

3. 7番農家

裏作・乳牛・動力耕転機・暗渠

始めは役牛がおりその為に裏作をやっていたが，動力耕転機と共に乳牛が導入され，そ

の後暗渠をやった.

4. 10番農家

乳牛・裏作・動力耕転機・暗渠

乳牛を導入し裏作を始めたが役牛は依然として飼育していた.そして動力耕転と共に役

牛はいなくなりその後稽渠をやった.

5. 19番農家

乳牛・裏作・稽渠・動力耕転機

乳牛を導入して後裏作を始めたがその後暗渠排水が進められ動力j針転機が後に入った.

役馬は依然として飼育している.
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以上を通観するに役牛は乳牛・動力耕転機により駆逐されたことがわかる.しかし19蕃

農家に於ける役馬は例外である.第2に暗渠前にも裏作は可能でありやっていたが，暗渠

により:;Jf作はスム戸スに行くようになった.多くの農家は暗渠前は排水不良であったが，

I暗渠後は排水良好になったと云っている.

乳牛は初期の頃は小規模農家層に飼育されることが多かったが，近年は寧ろ大規模農家

に多く飼育されている.昭和25年に本循村単協が自己資金で乳牛購入のための貸付をやっ

たがその状態は次の如くである.即ち 1 町未満 5 戸 1 町~2 町 3 戸 2 町以上 1 戸，即

ち下の附層に属する農家が多く乳牛を導入したが， 32年 2月1日現在では誰も乳牛飼育を

していない.この時の貸付額はまちまちであり 2 万円~3 万円 3 戸 3 万円~4 万円 5

戸 4万円以上1戸と云う組合わせであり，貸付総額は 310，420円であった.その当時は

東作は作付せず畦畔・道路等の生草・米糠・藁等を自給飼料とした. 1町末満では生草が

不足する.牛が 1 日 8 貫~10貫生草を食うとして夏秩にかけて 100 日の生草期間で 900 貫

必要である.経営面積1町歩ならば本田 1反歩当り畦畔の草が30貫として，令計 300貫で

之れ丈では足りないので，除草に労力を出して 3町以上の人から畦畔の草を分けてもらっ

たり，道端の 300貫位とったりしてどうやら 1町歩あれば生草は聞に合うが 1町未満では

それは悶難であろう.それに畦畔の草や藁等では栄養分が足りず，多くの飼料を購入しな

ければならぬ.このような矛盾を考慮したものか昭和26年12月の県信連より有畜資金の貸

付のうち乳牛の部は貸付をうけたもの 6 戸で 1 町未満 1 町~2 町の階層は共に 1 戸ず

つであり 2町以上の中農層以上が 4戸となっている.之れ等の農家の内 1町未満階層 1

戸は飼育をやめ 2町以上も 4戸の内 2戸が昭和33年2月1日現在やめてしまっている.

貸付額はー率に 35，000円で総額21万円であった.次いで28年10月には 3回目の乳牛資金の

貸出を行なっているが，その農家は10戸でその階層別内訳は 1 町~2 町 6 戸 2 町以上 4

戸で， 33年 2月1日現在前者が 3戸，後者が2戸乳牛飼育をやめている.貸付額はー率に

52，000円で総額 520，000円であった.このように本楯地区では乳牛飼育の初期には 2町未

満，特に 1町未満の労イカカ過剰の農家に飼育されたと考えられるが，年をへるに従い小規

校農家の乳牛飼育の不利が目立ち， 32年以降は前述の如く 2町以上の階層に圧倒的に分布

するようになった，

この 2町以上の階層と云うことには次のような意味がある.

日11ち1町未満造は兼業農家 第11表本楯地区に於ける経営階層J]1j専業兼業別農家数

のブjが多いが， 1.5 町~2.0 町 1$  ->*1 第 一 種 i第二種|
|専業|並業|兼業|総数

の階肘では専業が約8割に達 ~ ~ .711". /K  

し圧倒的に多い.それ以後の

階l併では専業の方が同じく圧

倒的に多い.つまり 1町5反

造は農業専業ではやってゆけ

ない世.家がまだ多いが， 1.5 

15515 反町町反未1215満町町町町

21町UJ~2.5 
2.5 m:r~ 3 上町
3町以

dロ~ 言十

133332同41276203F可{俗{{({(E回47田S1訓a86 5 2 0 8ヲ6

.2 

.3 

.5 

.4 

2 .. 380) ) ) 

?) 
66戸

22 (33.8 65 
17 (34.7 49 
8 (19.5 41 
9 (17.6 46 
7 (21.2 33 
16 (18.0 89 
91 (23.4 389 

附~2.0 l!汀位の階層になると大部分の農家が農家専業でやって行ける事になる.しかし1.5

町以上でも 2町位造は冠婚葬祭があるとか病人がでるとかすると木安定になり， 2町以上

になれば之れ等の臨時費を計上しても農業専業でやって行ける階層となるであろう.

調査の結果は次の第12衰の如くである.
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0町-1町
1町-2町
(2町以上)
3町以上
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第12表農家経済の決算

ここで注意したいのは家計費の取扱いである.我々は家計費の現金部分を調蚕しなかっ

たので家計費を直接っかむことはできない.そこで「山形農林水産統計年報」の昭和31年

度の農家経営調査の家計費の部の現金部分をとって調査農家階層別平均の家計仕向部分に

加え家計費を推計した.この統計調査事務所の統計では 2町以上の分類がないので 2町か

ら上を 2町以上として括弧で示してある.

この第12表でもわかる通り 1町未満では農業所得，或いは税引後農業所得のみでは家計

費をまかなうことはできない.兼業所得を農業所得に加えた農家所得，或いは税引後農家

所得をとれば家計費をまかない得 4万円余の農家経営余剰がででる. 1 町~2 町の階問

では農業所得，農家所得は宍に家計費を上廻るが税を引くと両可処分所得は家計費部分よ

り8千円弱少なくなる.しかし 2町以上になると税引後操業所得，農家所得は家計費より

確実に大になり，農業専業のみでやって行ける階層になる.かかる階層に乳牛が集中する

のは 1つには酪農自体の性格によるものであり 2つには酪農には前提条件，即ち動力

耕転機，カツグ戸・サイロ，更に乳牛の導入資金及び積を育てて牛乳を出させる起の飼料

費・管理費等が必要であり，之れ等の前提条件は中大農層でなければととのえることが困

難であることにもよる.次に酪農自体の性格と云うことであるが，乳牛導入の初期に 21I!r
以下の階層に多く入ったのは稲作収入の不足と偏在性とを克服しようとする副業的な切羽

詰った要求からであり，更には動力耕転機がまだ導入されなかった時代に労力過剰な小農

層に入ったのだと解せられる.動力耕転機は28年には僅か9台であったが， 29年には28台

となり 30年12月には 101台と大幅に増加し耕転機は乳牛より遅れて導入せられた.酪農l;t

単作地、帯では決して有利なものではなく，酪農収入をあてにせねばならぬ小農ではそれが

為に減退し，牛乳の自家消費，更に良質の既肥による地カの向上を目指すことのできる中

大農のみが之れにより酪農をつづ、けて行けるのである.次に乳牛の収支を見ょう.

本楯地区で成功していると云われる或る酪農家の記録では 8反の国に裏作としてライ 麦

を栽培し之れを 3基のサイロにつめ 2頭の乳牛に給与しているが，牛乳代金 145，174円に

対し支出は 148，378円に上る.支出の内訳は購入飼料75，000円と乳代の 51.7%，更に裏作

の為に現金支出23，195円，薬剤費其の他一切の現金支出 15，650円，減価償却はカッター

1，200円，サイロ 3，333円，乳牛 30，000円等である.減価償却を勘定に入れると支出が収入

を上廻り， 僅かに債の収入で黒字になるにすぎない.このような状態でも酪農をつづけて

いるのはこの農家の経営面積が 3町以上で酪農による良質堆厩肥とその結果の地力の増進

を考えているからである.

叉 3町以上の大農の 1例をあげれば自分の孫2人が身体が弱いので牛乳を自給する目的

で始めたと云う.この農家の収入は 2頭の乳牛に対し購入飼料代丈でも乾草 29，000円，ヲ

スマ 28，000円，配合飼料 6，000円，カ Jレク塩 2，400円で計76，460円でそれに対する牛乳代

は58，500円で購入飼料費より少ない.飼育している績を計算に入れれば支出をカパーでき
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る:elJ主であ る.叉或る成功したと去われる農家の記録では牛乳代 112，500円に対し支出は

77，533円である. その支出の内訳は購入飼料63，000円， 獣医 ・薬剤 2，000円，カツグ F ・

サイロの減価償却 2，533円，乳牛のそれは 10，000円であり，利益は比較的ある方である.

この位家は長男が小づかいを得るために乳牛のための設備，乳牛の導入は親からしてもら

い，流動費は自分がもつもので青年の自主性をいかしたよい方法であるが 2町以上の農

家でなければできないことである.この農家は地力を増進することを目標と している.こ

の良家は叉昭和26年~28年の動力耕転機の中古を共同で所有しており ， 29年~31&fô. 1こ前の

中市と取替えてやってきた. 32年に個人に分れたが，その後は動力耕転機を買わず賃耕し

てもらっている. 賃耕してもらうことの有利性は次の如し.動力耕転機代30万円を農業協

同組令にあずけると利子が 21，000円になる.一方賃刺代は 1反歩当り 800円だが3町会ifll

だと 700円になり令計で 21，000円かかり利子で賃耕してもらうことができる.

次に 1町の経営面積をもっ酪農家によると 6才の役牛と 9才の責任娠した乳牛と現金決済

なく交換し，よ く乳がでると博労に云われたが 1日4升位しか出なかった. 8月からしぼ

り始め牛乳代 27，000円，之れに対し購入飼料費 51，900円で完全な赤字である.

又 1 町~2 町i階層の酪農家によると牛乳代 56，000円に対し購入飼料はフスマ 17，000円，

配合制料11，900円，ピ戸ト粕 6，500円，脱脂糠 1，890円で，飼料費の牛乳代に対する割合

66%，薬剤・容器 1，400円で計38，690円で 17，300円位の利益がでるが， 農機具乳牛の減価

償却京作の費用を入れれば勿論之れより少なくなる.

水fJ1酪農はこのように決して有利なものではない. 2町以下の農業丈では不安定な階層

で酪訟を取入れてもその前提条件に欠ける所があるので成功しない.牛乳収入丈を目当て

としなければならない副業的酪農では結局失敗に終る のである.牛乳自給，地力を増進す

る余裕のある中大農層にして始めて耐えるこ とができるのである.2町以上の階層では耕

転機を購入する目的として深耕 による反収の増加をあげているが，之れは酪農による良質

の1例巴の増投に連なるものである.(2)で述べた稲作技術の進歩が耕転機 ・裏作の導入と

つらなりやがては酪農を導くと云う論理は結局はこの 2町以上の階層にあてはまり，この

|軒ÞI~'l の動向につらなるものであることが判明するのである.事実豊原の 3 町以上の農家 5

piの内 1戸は乳牛を飼養し，残りの 4戸は飼養していないが，その内 2戸は近い将来に乳

斗・を入れようと しており ，他の 1戸も労力ができればやると答え，酪農に否定的な農家は

1 j i にすぎない.しかし豊原及び北吉田の 2 町~3 町階層では乳牛を飼養しようとする意

ぶはない.現実はかくの如く複雑である.酪農の条件の悪さが影響しているのであろう.

Summary 

1) 1n Motodate district of Sakata mainly ul1derdrainage was el1forced after world 

war n. 
2) After execution of underdrainage， secondary-cropping in the paddy field seems 

to be favored by greater facility， and on the other side， it is accelerated by the 

introduction of motor-tiller and dairy-farming. The divercification of farming such 

as secondary-cropping and dairy-farming is also accelerated by the new theory of 

topdressing. 

3) But actually， secondary-cropping is dec1ining， and this is due to the disadvan-
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tage of dairy-farming. 

4) Dairy-farming is concentrated to farmers who cultivate over 2Ha.， and can 

live with only agriculture. 

5) Dairy-farming is by no means in advantage in mono-crop district and so only 

those farmers over 2Ha. have the inc1inationto divercification， who aim at seJf-

support of milk and good stable-manure by dairy-farming， and do not lay emphasis 

on input-output relations. 
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